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日
本
研
究
で
著
名
な
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
Ｅ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
が
一
九
七
九
年
に
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』

と
い
う
著
書
を
発
表
し
、
日
本
で
七
〇
万
部
以
上
が
刊
行
さ
れ
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
当
時
は
世
界
の
企
業
の
株
式

の
時
価
総
額
の
上
位
を
住
友
銀
行
や
富
士
銀
行
な
ど
金
融
機
関
、
新
日
本
製
鐵
や
日
立
製
作
所
な
ど
製
造
企
業
が
占
拠
し
、

ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
の
見
解
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
時
期
を
頂
点
に
日
本
の
企
業
の
順
位
は
急
速
に
低
下
す
る
と
と
も
に
国
力
も
低
下
し
て
き
た
。
そ
れ
を
象

徴
す
る
の
が
ス
イ
ス
の
研
究
機
関
Ｉ
Ｍ
Ｄ
が
発
表
し
て
い
る
『
世
界
競
争
力
年
鑑
』
の
順
位
で
、
一
九
九
二
年
ま
で
一
位
で

あ
っ
た
日
本
は
年
毎
に
順
位
を
低
下
さ
せ
、
六
九
カ
国
を
対
象
に
し
た
二
〇
二
五
年
の
調
査
で
は
三
五
位
と
い
う
位
置
ま
で

低
落
し
て
い
る
。 

 

こ
の
状
況
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
は
様
々
な
日
本
の
資
源
に
付
加
価
値
を
追
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
源
泉

は
優
秀
な
人
材
で
あ
る
。
人
材
に
は
国
民
全
体
の
評
価
と
個
人
の
評
価
と
い
う
二
種
の
側
面
が
あ
る
。
前
者
の
一
例
は
人
口

あ
た
り
の
高
等
教
育
機
関
在
学
者
数
比
率
で
、
ア
メ
リ
カ
六
％
、
イ
ギ
リ
ス
四
％
、
フ
ラ
ン
ス
四
％
な
ど
と
比
較
し
て
日
本

は
三
％
で
あ
る
。 

 

も
う
一
点
の
個
人
の
能
力
に
つ
い
て
、
現
場
で
作
業
す
る
日
本
の
人
材
が
優
秀
で
あ
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
が
、
発
展
に

必
要
な
の
は
研
究
や
開
発
を
す
る
能
力
で
、
そ
れ
を
明
示
す
る
一
例
が
論
文
の
引
用
回
数
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
論
文
は
他

人
の
論
文
に
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
と
い
う
前
提
で
引
用
回
数
を
評
価
基
準
と
し
、
そ
の
数
字
が
上
位
一
〇
％
で
あ
る
論
文
の

多
寡
で
比
較
す
る
。 

 

二
〇
二
一
年
か
ら
二
三
年
ま
で
の
三
年
間
に
世
界
で
発
表
さ
れ
た
論
文
の
引
用
回
数
に
よ
る
順
位
の
上
位
は
中
国
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
で
、
日
本
は
一
三
位
で
あ
る
。
こ
の
数
字
自
体
も
問
題
で
あ
る
が
、
日
本
は
二
〇
〇

一
年
か
ら
〇
三
年
は
四
位
、
二
〇
一
一
年
か
ら
一
三
年
は
九
位
で
あ
っ
た
か
ら
、
近
年
、
急
速
に
低
下
し
て
き
た
こ
と
に
な

る
。 

 

さ
ら
な
る
課
題
は
情
報
社
会
の
進
展
に
よ
り
大
量
の
理
系
人
材
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
現
在
の
大
学
の
教
育
体
制
で
は
二

〇
四
〇
年
に
三
三
〇
万
人
が
不
足
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
文
系
学
部
を
理
系
学
部
に
転
換
す
る
た
め
政
府
が
四
三
〇
〇

億
円
の
基
金
を
創
設
し
て
い
る
が
、
定
員
を
増
加
し
て
も
優
秀
な
理
系
の
学
生
が
社
会
に
提
供
さ
れ
る
保
証
は
な
い
と
い
う

問
題
が
憂
慮
さ
れ
る
。 

 

こ
の
低
落
と
人
材
不
足
か
ら
脱
出
す
る
た
め
の
戦
略
の
一
例
が
二
〇
二
一
年
か
ら
政
府
が
開
始
し
た
国
際
卓
越
研
究
大

学
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
日
本
全
体
の
大
学
の
底
上
げ
に
は
時
間
も
必
要
で
あ
る
し
困
難
で
も
あ
る
の
で
、
政
府
が
一
〇
兆

円
規
模
の
基
金
を
創
設
し
、
現
状
で
有
望
な
大
学
や
研
究
機
関
に
優
先
し
て
資
金
を
配
分
し
、
優
秀
な
人
材
を
育
成
し
よ
う

と
す
る
制
度
で
あ
る
。 

 

二
〇
二
四
年
に
東
北
大
学
、
今
年
は
東
京
科
学
大
学
が
認
定
さ
れ
、
京
都
大
学
も
候
補
と
し
て
検
討
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
制
度
の
参
考
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
個
人
や
企
業
か
ら
の
寄
付
に
よ
る
基
金
が
八
兆
五

〇
〇
〇
億
円
に
も
な
り
、
そ
の
運
用
で
毎
年
一
六
〇
〇
億
円
の
研
究
資
金
を
確
保
し
て
お
り
、
日
本
と
は
桁
違
い
で
あ
る
。 

 

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
開
国
し
た
結
果
、
欧
米
と
の
巨
大
な
格
差
に
愕
然
と
し
た
明
治
政
府
は
必
死
の
努
力
で
追
随
し

た
が
、
八
〇
年
後
の
敗
戦
に
よ
っ
て
一
旦
崩
壊
し
た
。
そ
こ
か
ら
再
起
し
た
成
果
が
冒
頭
に
紹
介
し
た
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
な
ど
の

評
価
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
約
半
世
紀
が
経
過
し
た
現
在
の
状
況
が
科
学
技
術
分
野
で
の
急
速
な
後
退
で
あ

る
。
相
当
な
覚
悟
で
再
興
す
る
必
要
が
あ
る
。 


